
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○（学校独自重点取組）
 学習内容の定着に向けた分かりやすい
授業の実践

○（学校独自成果指標）
○「授業が分かりやすい」と肯定的に回
答する生徒の割合80％以上、「わかりや
すい授業展開に努めている」と肯定的に
回答する保護者の割合80％以上
○「学習タイムに取り組むことで、家庭学
習習慣が身に付いた」と肯定的に回答
する生徒の割合80%以上、保護者80%以
上

・「授業づくりのステップ１・２・３」を意識
した授業実践及び電子黒板やタブレット
等の利活用推進
・家庭学習の習慣づけ及び内容充実を
目的とした週4回の全校一斉「学習タイ
ム」の設定と実践
・リーディングDXスタイルを踏まえた授
業実践。

B

・「授業が分かりやすい」と回答した生徒は
80.7%、保護者は85.2％だった。
・「学習タイムは学力向上につながっている」と
肯定的にとらえている生徒は79％、「学習タイ
ムを家庭学習につながった」と考えている生
徒は79％、「１年間を通して学習タイムへの効
果的な取り組むことができるようになった」と
考えている生徒は89％だった。
・各種調査、学校内の定期テストの結果から、
基本的な学力定着にかんして個人差が大き
く、引き続き生徒１人１人に対する適切な支援
や、授業の進め方について改良を加える必要
がある。

B

・授業の目的意識を高めるため、「何のために
行っているのか」、生徒に理解させたうえでの
授業を展開することで学力向上につながる。
・「授業が分かりやすい」や「家庭学習につな
がる」などの質問に対する回答が高い数値で
あることから、日頃の先生方の努力が伺え
る。今後は「あまり思わない」と回答した生徒
について、必要な支援を行うことで、より効果
的な学力向上の手立てが取れると考える。
・全体的に学力向上については、８割近くの生
徒が肯定的な回答を行っているが、大切なの
は残り２割の生徒への対応も大切にしてほし
い。

・研究主任
・学力向上コーディネーター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

〇「相手の気持ちを考えた行動や発言
ができている」と肯定的に回答する生徒
の割合80％以上、保護者80％以上

・日頃の教育活動全般を通じて、生徒の
自己肯定感を高めるような声かけを行う
と共に特別活動等を通じて互いに認め
合う取り組みの実践
・「ＡＪＩＳＡＩ運動」の推進
・「すてきボード」など生徒をほめる場の
設定
・「特別の教科道徳」の指導方法工夫改
善
・生徒会を中心とした人権集会の実施

A

・「相手の気持ちを考えた行動や発言ができ
ている」と肯定的に回答した生徒は87.8％、保
護者は87.6％だった。中間報告の結果よりも
若干の減少となった。今後も継続して指導して
いく必要がある。

・総務委員会による「一礼運動」強化週間や、
環境委員会による「無言掃除」徹底週間の設
定を通して、「AJISAI運動」の推進に取り組む
ことができた。

A

・生徒の自己肯定感が低いと相手を思いやる
ことは少々困難ではないかと思う。生徒の自
己肯定感を今後如何に高めていくかが大切で
ある。そのためのアプローチを継続的に行い
ことが必要である。
・生徒会活動を中心とした生徒の活動、先生
方の絶えない努力によって９割近くの達成度
が得られていると評価する。
・「AJISAI運動」は今後とも生徒会の中心活動
として継続してほしい。

・生徒指導主事
・生徒会担当
・学級担任

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「安心して生活できる学校」だと肯定
的に回答する生徒・保護者の割合90％
以上
○「いじめのない学校だと思う」と肯定的
に回答する生徒の割合80%以上、「子ど
もがいじめや差別をしないことを意識し
て生活を送っている」と肯定的に回答す
る保護者80%以上

・学校生活アンケートの毎月実施及び年
2回のいじめ調査の実施
・年2回の教育相談週間及びＱ－Ｕテス
トの実施
・生徒指導部会、教育相談部会、特別支
援教育部会の定例開催による情報共有
及び取り組みの改善・充実
・いじめの定義等に関する研修会の実
践
・ネットいじめ防止に関する研修会を１回
以上実施

B

・「安心して生活できる学校」だと肯定的に回
答すした生徒の割合８0.8％、保護者の割合
は８3.５％であった。
・「学校はいじめに対して迅速に対応してい
る」と肯定的に回答する生徒の割合７０.5%で
あった。
・「子どもがいじめや差別をしないことを意識し
て生活を送っている」と肯定的に回答する保
護者９5.９％であった。
・生徒指導部会、教育相談部会、特別支援教
育部会の定期開催によって、職員間の情報共
有のスピードが上がり、問題行動等への適切
な対応ができている。指導後の保護者への丁
寧な説明や情報共有が課題である。

B

・「学校はいじめに対して迅速に対応してい
る」と回答している生徒の割合が３割近くあ
る。生徒がそう思う理由も含めて分析が必要
である。
・生徒がいじめが発生したときにどのように対
応してもらえるか理解できていない点が考えら
れる。そこで、生徒指導の対応の手順を周知
してはどうか。
・「学校はいじめに対して迅速に対応してい
る」の回答に中間では７０．４％、最終評価で
は７０．５％の数値が得られている。中間から
最終の数値にほとんど変わらなく。この結果
からみると、生徒指導対応の在り方について
見直すことも必要である。

・生徒指導主事
・生徒会担当
・学級担任

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

〇県教育の合言葉「ほめるからはじめ
る、はじまる」を意識して教育活動を行っ
ていると回答する職員の割合100%
〇「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した生徒80％以
上
◎〇「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした生徒80％以
上

・県教育の合言葉「ほめるからはじめ
る、はじまる」の職員への周知徹底及び
実践
・すてきボードや授業の中での「本日の
素敵さん」など、ほめる場の設定と賞賛
の声かけの工夫
・職場体験学習や職場見学、地域人材
を活用した講演会などの実施

A

・県教育の合言葉「ほめるからはじめる、はじ
まる」を意識して教育活動を行っていると回答
する職員の割合は100％であった。
・「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した生徒87.8％であった。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした生徒86.8％であった。
・中間報告と比べると微増であった。入学当初
から、キャリア教育を推進することで将来への
見通しを持てる生徒を増やしていきたい。

A

・１００％の職員の回答は今後ともほめること
を中とした指導の継続をお願いしたい。
・キャリア教育について引き続きの取り組みを
期待する。

・生徒指導主事
・教育相談担当

●（学校独自重点取組・任意）
より良い友達関係を築くための取り組み
の充実

●「学年集会での先生の講話や取り組
みはより良い友達関係を築くために役に
立つ」と回答する生徒の割合８０％以上

・より良い友達関係を築くための教職員
の講話の実施
・グループエンカウンターを活用した集
団づくりの実施（校内研修等も含む） A

・「学年集会での先生の講話や取り組みはよ
り良い友達関係を築くために役に立つ」と回答
する生徒の割合82.1％だった。
学年集会だけでなく、人権集会や学活・道徳
の授業でも関係づくりについて実践したこと
が、肯定的な意見につながったと考えられる。

A

・生徒の回答が８割を超えており、日々の先生
方の話が良いことが伺える。生徒の心に響く
話を行って頂くことを期待する。
・社会を生き抜くには、人間関係の構築は非
常に重要な要素の一つである。今後も継続し
た取り組みが必要かつ重要である。

・学年主任
・人権・同和教育担当

●健康・体つくり

次の中から１つ以上を選択
〇「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」
〇「安全に関する資質・能力の育成」

〇「健康に良い食事をしている」生徒
90％以上
〇児童生徒の交通事故発生０（ゼロ）
〇年１回以上の関係機関と連携した防
災学習の実施

・給食だよりの定期発行と内容の充実
・給食委員会（給食試食会）の実施によ
る保護者への啓発及びＰＴＡと連携した
食育の推進
・衛生面に配慮した給食とマナー指導の
徹底
・毎月1日の交通安全立哨指導の実施
関係機関と連携し、交通安全教室の各
種の講話を実施

B

・前期から継続して、給食室前の献立を毎日
書き換え、掲示物を張り替える等の取り組み
を行ったが、それ以上の取り組みになかなか
至らなかった。今後新たな取り組みに挑戦す
る必要がある。
・生徒向けアンケートで「あなたは健康によい
食事をとっていますか？」の問いには、どの学
年も「とっている」と解答したのは60％台留
まっていたことからも、来年度はどのように食
育を推進していくか課題を残すことになった。

B

・食育の視点からも掲示物の創意工夫は大切
である。特に、食育についての掲示物の内容
を生徒の日常活動へ活かせるような創意工
夫は、委員会で考えさせてもよいのではない
かと思う。
・食に関しては、家庭・保護者の意識・考え方
や生活習慣が大きく影響するものと考えま
す。そこで、生徒だけでなく保護者への啓発が
必要である。

・給食・食育担当

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１0日以
上

・ＩＣＴの積極的利活用による業務効率化
の推進
・出退勤管理システム活用による時間外
勤務時間の可視化と結果に基づく面談
の実施
・勤務間休憩11時間の「勤務間インター
バル」の導入および長期休業期間中の
年休取得推進

A

・「業務効率化と時間外勤務の削減及び定時
退勤に努めている」と答えた教職員の割合
は、77.8％であった。昨年度の72.7％より向上
している。これは、時間外在校時間の削減に
ついて、全職員に職員集会時に呼びかけを
行ったり、個人的に気になる教諭に声掛けを
行ったりすることで、教職員の意識向上につ
ながったと考える。

A

・職員の時間が勤務の削減はどんな職場にお
いても取り組まれていますが、なかなか縮減
できない課題であることは認識しています。引
き続き声掛け等の取り組みが必要である。
・朝の勤務スタートと退勤の時間が教職員
個々によって違うと思われるので、この点の
管理をしっかりとおこなって頂きたい。

・教頭

○（学校独自重点取組・任意）
　「働き方改革」意識向上と実践

○（学校独自成果指標・任意）
部活動休養日、定時退勤日（週１）、年
休取得推進日の設定・徹底

・定時退勤日の設定
・部活動活動方針の見直し（活動時間及
び長期休業期間中の活動自粛期間設
定） B

・定時退勤日および年休取得の推進について
は、日頃より教職員へ呼びかけを中心に行っ
ている。「年間20日の年次休暇のうち、10日以
上の休暇取得ができている」と答えた教職員
の割合は、61.1％であった。これより、休取得
の推進については、まだまだ取得状況が不十
分な状況である。今後の改善が必要と考え
る。

B

・年休取得が本人のリフレッシュになるよう
に、組織としての体制づくりに努めてほしい。
・部活動の外部委託を今後検討することも必
要である。
・管理職がリーダーシップをとり、教職員の年
休取得推進を進めていくことも大切である。

・教頭

●特別支援教育の充実

○（学校独自重点取組・任意）
　「特別支援教育」の充実に向けた取組
の実践

○（学校独自成果指標・任意）
　個別の教育支援計画、教育計画を活
かし、一人ひとりに適切な支援の実施

・特別支援教育部会の定例開催による
情報共有（個別のケース会議も含む）及
び取り組みの改善・充実
・個別の支援計画及び指導計画の作成
と特別支援教育の研修実施
・SC及びSSWやSSF及び教育関係機関
との連携

B

・「研修等を行うことで、特別支援教育に対する基
本的な考え方の知識が広がり、今後に役立つ」と
回答した教職員は100％であった。次年度も講師
を招聘し、研修を行うことが有効であると考える。
・「特別支援教育の充実のために、個別の教育支
援計画・指導計画や定例の会議を通して情報共
有に努めている」と回答した教職員は88.9％で
あった。個別の教育支援計画、指導計画を活かし
た一人ひとりに適切な支援については、次年度の
課題である。

A

・支援が必要な生徒が増えている状況が多い
現状で大変ですが、ひい続き個別の支援計画
および指導計画のもとこ前な対応をお願いし
たい。
・特別支援たいおうを必要とする生徒にこれま
で同様に継続した取り組みを期待したい。

・特別支援教育コーディ
ネーター
・特別支援教育担当

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○立腰教育の充実

○立腰教育の充実
○無言掃除

○「立腰の声がかかる場面では、正しく
立腰している」と肯定的に回答する生徒
の割合80％以上
○気持ちのよいあいさつができていると
肯定的に回答する生徒の割合80%以
上、保護者80%以上
●「無言掃除が心の成長につながって
いる」と回答する生徒の割合80％以上

・「みんなで立腰」の実施（朝、授業・掃
除・帰りの会・集会前）
・立腰集会の実施
・あいさつ、返事、後始末の徹底
・無言掃除への意識向上のための掃除
集会や職員研修の実施 B

・１月には総務委員会により立腰チェックを全
校生徒に行った。毎時間の授業の最初に正し
い姿勢をとれるよう、積極的に声を掛けること
ができた。
・無言掃除が「心の成長につながっているか」
という問いに対して、肯定的に捉えている生徒
は72.4％と高い。しかし、十分に無言掃除が
意識されているとは言えないため、今後は環
境委員が中心となって無言掃除が行われるよ
うにする。

B

・立腰教育は長年継続して取り組まれてきた
伝統でもあり、気持ちのメリハリをつける大切
な時間と考えます。今後も継続してほしいと思
う。
・さまざまな取り組みを継続されていることは
評価できる。一方、その結果が成果に結びつ
いて行くようにするためには、何のために行う
のか、趣意説明が必要ではないか。

・立腰教育担当
・清掃指導担当

○生徒会活動の活性化

〇生徒会の活性化及び生徒の出番・役
割の創出と承認

〇ＡＪＩＳＡＩ運動「気持ちのよいあいさつ」
や「学校や学級、友達のために役に立っ
ている」と肯定的に回答する生徒の割合
を80％以上

・ＡＪＩＳＡＩ運動を意識した各校務分掌か
らの積極的アプローチ
・生徒会本部及び各部の活動の活性化
・自己有用感や自己肯定感を高めること
を目的に生徒の出番や役割の創出

A

・生徒会本部が主体となり、学校全体対象に
校則に関するアンケートを実施することができ
た。事前に生徒会長から全校に向け話をする
機会も設けたが、1年21.1％、2年28.4％、３年
50.5％という回答率に留まった。集まった意見
をもとに、今後どのような方向性で校則改正を
するのか検討する必要がある。アンケートで
は生徒会については概ね好意的に捉えられ
ており、自由記述でも励ましの意見が寄せら
れていた。

A

・気持ちの良い挨拶が地域の人まで広がるこ
とを期待しています。
・学校の秩序を守るためのルールを生徒自ら
改正を行う取り組みは良いと思います。時代
に合った校則にする必要もあるし、生徒自ら
改正することでルールを守る動機付けになる
と思います。
・あいさつについての回答を見ると、行為の価
値についてよく理解できると判断する。

・生徒会担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・昨年度に引き続き、今年度もすべての項目でおおむね達成以上の結果を得ることができた。しかし、おおむね達成の項目が多く、十分達成への手立てが今後の課題と捉えている。
・「安心して生活できる学校」だと肯定的に回答する生徒・保護者の割合は80.8の結果を得た。しかし、現状としていじめ事案が発生しており、「学校はいじめに対して迅速に対応している」と肯定的に回答する生徒の割合７０．４%の結果にとどまってい
る。今後も引き続き、仲間づくりを中心とした人権学習、道徳教育、発達支持的生徒指導の推進をより一層図り、いじめ防止、いじめの早期発見・対応に取り組んでいきたい。また、家庭との連携も引き続き行う中でいじめの初期段階での早期発見・早
期対応を行っていくことが大切と考える。
・働き方改革についての取り組みは、昨年度同様に本年度も教職員に強く推進してきた。以前の状況より改善が見られるが、更に校務DX等を取り入れた働き方改革の推進を図っていく必要がある。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・昨年度は、朝の会や帰りの会の時間帯を利用して「読み取りタイム」や「ライティングタイム」を利用して読む力や書く力の育成に取り組んだり、授業時においてICTを活用した分かりやすい授業を展開したりして、生徒一人一

人の学力向上を目指した実践を行ってきた。その結果、学校評価の生徒の評価項目の「ICT機器を活用した授業が自分の力につながっていると思いますか」については、ほぼ全校生徒が肯定的な回答で答えている。しかし、依然と

して基礎的・基本的な学力の定着不足が各教科で伺え、各教科の授業において日々の取り組みの見直しが必要である。

・昨年同様に引き続き生徒の困り感や悩みは多岐にわたっている。発達支持的及び課題予防的な生徒指導に取り組み、いじめ防止・早期発見・早期対応、教育相談や特別支援教育の充実に組織的に取り組む必要がある。

２　学校教育目標
「夢と誇りをもち、自ら学び、仲間とともにしなやかに伸びる生徒の育成」

  目指す生徒像　①「心豊かで、社会性のある生徒」　②「自ら学び、共に高め合う生徒」　③「心身ともに明るく健康な生徒」

３　本年度の重点目標  生徒の教育活動全般を通した立腰教育の充実および生徒会活動「AJISAI運動」の活性化

学校名 武雄市立山内中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

主な担当者
最終評価 学校関係者評価


